
 

 

 

 
 
学校経営から学ぶ 
学校の教育目標「基礎・基本を身に付け、自ら考え行動し、共に高

まり合う生徒の育成」を達成するため、 
敬愛：人を敬い思いやる「他者と協働する力の育成」 
自主：自分で考えて行動 「問題発見・解決能力の育成」 
健康：自分の心と体をコントロール「基本的生活習慣及び基礎的‣基本的

な知識・技能の習得」と、校訓と学校の重点目標（育成を目指す資質・
能力）を一体化しています。そして、それぞれ具体的な PT目標（ﾏｲﾙ
ｽﾄｰﾝ）を設定し、リーダーを中心に進行管理を行っています。 
今年度は、企画委員会をより実働させることで、分掌組織と学年部
が連携した効果的な検証・改善を短期で行っています。さらに、第
１,３水曜は部活動だけでなく会議等も行わない「教材研究の日」と
定め、働き方改革の意義を理解した取組を行っています。このような
組織マネジメントの取組は、中学校における好事例です。 

 
授業から学ぶ 
11学級の授業を参観しました。どの学級も「ねらい」が３文で示される等明確であり、さら
に、生徒達の学び合う姿は見事でした。今後は、生徒による学び合いの場における教師の立ち位
置は、より俯瞰的に観察しながら形成的に評価し、次への活動に活かすと良いと感じました。 
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